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研究実績 

の概要 

バナッハ空間の幾何学の起源は1936年の Clarkson による一様凸性の研

究とされる。この性質は空間の単位球の丸さを表す性質であり、近似理論

や非線形関数解析学を研究する際に重要な道具である。また単位球の四辺

形性を表す一様非四辺形性や一様凸性の双対概念である一様平滑性など、

様々な幾何学的性質が導入され、バナッハ空間の構造の考察及び他分野へ

の応用に必要不可欠である。  

これに関連して幾何学的性質を詳細に考察するため、様々な幾何学的定

数が導入されている。代表的なものとして von Neumann-Jordan（NJ）定数

がある。これはバナッハ空間における中線定理の成立度合いを表し、ヒル

ベルト空間を特徴づけることができる。さらに一様非四辺形性もこの定数

で特徴づけることができる。バナッハ空間の非拡大写像における不動点の

存在についても NJ 定数を用いて記述することができる。また、一般のバ

ナッハ空間における NJ 定数と他の幾何学的定数、特に、単位球の四辺形

性度合いを表す James 定数や modulus of smoothness などとの相互関係に

ついて活発に議論されている。  

 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

本研究では、具体的なバナッハ空間、特に 2 次元ノルム空間における幾

何学的定数を計算し、幾何学的定数同士の相互関係を調査した。具体的に

は以下の通りである。  

Banas-Fraczek 空間の NJ 定数については Yang[2]によって考察され、

定数の値が計算された。 [1]においてこの空間を一般化した generalized 

Banas-Fraczek 空間が導入され、p≧2 の場合について定数の値が計算さ

れた。本研究では p<2 の場合についても一部の場合であるが NJ 定数の

値を得た。また、この結果に関連して Banas-Fraczek 空間と 2 次元内積

空間との Banach-Mazur 距離を計算した。さらに Banas-Fraczek 空間に

おける NJ 定数と characteristic of convexity との関係を表す不等式につ

いて考察し、等号が成立するための必要十分条件を得た。本研究に関し

て、国際シンポジウム The 10th Anniversary Conference on Nonlinear 

Analysis and Convex Analysis および京都大学数理解析研究所の RIMS 共

同研究「関数空間の深化とその周辺」において成果発表を行った。  
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